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◎ところざわ市議会だより第193号　作成部数 129,400部、作成経費（1部）  20.7円
次の定例会は2月19日からの予定です。

ところざわ

市議会だより

所沢市議会

－おもな内容－CONTENTS
◆12月定例会の議案審議･･･Ｐ2～7
市長提出議案41件について審議
しました
◆一般質問･･･Ｐ8～12
ここが気になる！ 25人が質問

◆トピックス･･･Ｐ13
議会報告会を開催しました

2020. 2.8
Tokorozawa city council

No.193
今回の定例会は、

12月

９月 ６月

３月



ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより 第 193 号第 193 号

2? 付帯決議とは、議会又は委員会における審議の対象である事件の議決に当たって、その事件について付随的に付けられる意見又
は要望の決議のことです。

市長提出議案のおもな内容

議案第 101 号、第 122 号を除く全ての議案を可決しました

ところバス運行コースが一部変更になります

　平成30年10月から東村山市域に乗り入れていた南路線
吾妻循環コースについて、東村山市から継続しない旨の申
出を受けたため、本年3月31日で乗り入れを停止すること
から、運行コースの一部を変更するものです。

　　短期間で東村山市域への乗り入れが停止となったが、
検証はしているのか。
　　東村山市域への乗り入れは、事前に東村山市がアンケ
ート調査を行った結果、公共交通ガイドラインの基準をク
リアしていたため実施に至った。今後はアンケート調査だ
けではなく、さまざまな手法でニーズを把握し、計画的に
見通しを立てていきたい。

Q
A

（お問合せ先：交通安全課　☎ 2998-9140）

狭山湖周辺人道橋の整備を進めています

　狭山湖北東部に位置する緑地帯を縦断する市道５－４号
線に人道橋を整備することにより、みどりの保全と創出の
理解を促すとともに、安全の確保を図ります。また、架設
予定地は、東京都水道局の所有地であることから、令和元
年度内に資材搬入等の工事準備を開始するに当たり、土地
使用料を支払うものです。

　　狭山湖人道橋の土地借料に関し、東京都水道局とどの
ように交渉してきたのか。
　　東京都水道局に、免除あるいは減額について再三にわ
たりお願いをしてきた。水道局は企業なので、費用をいた
だくことになるとの回答があった。今後も引き続き交渉し
ていきたい。

Q
A

（お問合せ先：みどり自然課　☎ 2998-9373）

議案第102号　令和元年度所沢市一般会計補正予算(第7号）
	 狭山湖周辺人道橋整備事業
	 （施工時期の平準化）　21万5千円

議案第102号　令和元年度所沢市一般会計補正予算(第7号）
	 市内循環バス（ところバス）運行事業　134万５千円
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※予算常任委員会で、付帯決議 ? を付しました。
内容についてはこちらをご覧ください　→

（12/3 会議録の 66 ページ参照）
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国民健康保険税の賦課限度額が変わります

（お問合せ先：国民健康保険課　☎ 2998-9131）

　令和2年度から国民健康保険税の賦課限度額を変更する
ため、所要の改正を行うものです。医療給付費分の賦課限
度額を58万円から61万円に引き上げ、賦課限度額の合計
を93万円から96万円とするものです。

　　県との共同運営移行後となる平成30年度と移行前で
の、決算時の法定外繰入金の比較を教えてもらいたい。

　　移行前の平成29年度決算時の法定外繰入金は24億8,001
万9,000円である。移行後の平成30年度決算時の法定外繰入
金はゼロである。

Q

A

議案第111号　�所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例制定について

狭山市と教育事務の委託について協議します

（お問合せ先：学校教育課　☎ 2998-9238）

　現在、狭山市上赤坂地区の一部の児童・生徒を富岡小学
校と富岡中学校に区域外就学 ?という形で受け入れてい
ます。この度、狭山市における通学路の整備計画が当面の
間、見通しが立たなくなったことから、狭山市からの教育
事務委託の依頼により、受け入れを協議するものです。

　　委託事務の管理や執行に要する経費は、狭山市の負担
とのことだが、総額の見込みを伺いたい。

　　小学生は一人当たり約12万4,000円、中学生は約16万
3,000円と見込んでいる。

Q

A

議案第116号　�所沢市と狭山市との学齢児童生徒に係る教育
事務の委託に関する協議について

家庭ごみ収集運搬業務の委託を拡大します

（お問合せ先：資源循環推進課　☎ 2998-9146
	 収集管理事務所　☎ 2946-5353）

　家庭ごみの収集運搬業務は、安定した収集体制を維持す
るため、「所沢市家庭ごみ収集運搬業務の委託拡大に向け
た計画」に基づき進めています。現在、市域の約55％を
委託しており、令和2年度からは委託の範囲を約15％拡大
し、市域全体の約70％の地域で業務を実施するものです。
　　民間委託のデメリットの一つとして、人件費の高騰が
ある。今までは経費の削減がメリットだったが、変わって
きているのか？
　　民間委託のメリットの一つとして、経費の削減があ
る。平成30年度の収集費用の比較では、直営収集で市域1％
当たり約1,263万円、委託が約1,007万円となるので、直営は
委託の約1.25倍の費用が掛かっている。

Q

A

議案第102号　令和元年度所沢市一般会計補正予算（第7号）
一般廃棄物収集運搬業務委託事業　8億7,500万円
（令和元年度～令和2年度債務負担行為限度額）

狭山湖駐車場の指定管理者が変わります

（お問合せ先：商業観光課　☎ 2998-9155）

　狭山湖駐車場の指定管理者の指定期間が本年3月31日で
終了となるため、令和2年度以降の新たな指定管理者を指
定するものです。

　　納付金額の下限額が前回に比べてかなり低い金額だ
が、市が下限額を示した上で、指定管理候補者から納付金
額の提案があったのか。

　　指定管理候補者からは年間240万円の納付金を支払うと
の提案があった。今回の下限額は、これまで市が直営で行
っていた観光用トイレの管理等の業務も含めて4年10カ月の
期間で240万円に設定した。

Q

A

議案第114号　�所沢市狭山湖駐車場の指定管理者の指定に
ついて

? 区域外就学とは、学校教育法施行令に基づいて行われるもので、住所地とは異なる自治体の学校へ就学することです。狭山市上赤坂
地区の場合は道路事情が悪く、通学路の歩道拡張や待機場所の確保等が完了するまでの間という期限を設けて受け入れています。
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各委員の選任・推薦に同意

意見書６件を提出しました 閉会中に決算特別委員会を開催しました

良好な生活環境の維持と安全のために

議員提出議案第10号　�重度障害者の通勤・通学や就労時
の介護サービスについて、重度訪
問介護の利用が可能となることを
求める意見書について

議員提出議案第11号　�公立・公的病院の再編統合計画に
関する意見書について

議員提出議案第12号　�ＣＳＦ（豚コレラ）対策の強化を
求める意見書について

議員提出議案第13号　�「あおり運転」に対する厳罰化と
さらなる対策の強化を求める意見
書について

議員提出議案第14号　�令和元年台風19号等からの復旧・
復興に向けた対策を求める意見書
について

議員提出議案第15号　�手話言語法案・情報コミュニケー
ション法案の早期制定を求める意
見書について

認定第１号～第10号
	 �平成30年度所沢市一般会計・特別会計・事業

会計決算の認定について

　令和元年10月に決算特別委員会を開催し、4日間にわた
り審査を行いました。その後12月定例会で委員長報告・討
論・採決を行いました。

諮問第６号	 �産業廃棄物処理業計画書（処分業）に係る意見
を求めることについて

諮問第7号	 �産業廃棄物処理業計画書（収集運搬業）に係る
意見を求めることについて

議案第123号　�公平委員会委員選任の同意を求めるこ
とについて

二見　孝氏（所沢市大字北岩岡・再任）
議案第124号　�固定資産評価審査委員会委員選任の同

意を求めることについて
武藤　一也氏（所沢市大字北秋津・再任）
諮問第 ８ 号　�人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて
赤坂　悦氏（所沢市大字下安松・再任）
諮問第 ９ 号　�人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて
小暮　実佐三氏（所沢市北野南二丁目・再任）
諮問第 10 号　�人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて
北田　憲一氏（所沢市上新井二丁目・再任）
諮問第 11 号　�人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて
越阪部　眞氏（所沢市大字牛沼・再任）
諮問第 12 号　�人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて
本𣘺　賢一氏（所沢市若狭三丁目・再任）

　産業廃棄物処理業計画書について県から照会があり、ダ
イオキシンを少なくし所沢にきれいな空気を取り戻すため
の条例第３条第１号の規定により、議会に意見を求められ
たものであり、以下のとおり意見を付しました。

（お問合せ先：資源循環課　☎ 2998-9146）

人　事　関　係

議員提出議案 決　算　認　定

諮　　　　問

意見書の全文についてはこちらから、
「議員提出議案」をご覧ください→

１�　現地調査における事業者からのヒアリングで、用途変
更手続きを行っていない建築物及び未登記建築物の存在
が明らかになった。ついては、関係法令等を遵守し、適
切に対処すること。
２�　事業場内は常に整理整頓に努め、清潔さを維持するこ
と。
３�　周辺住民との相互理解を深め、周辺の良好な生活環境
と安全のため十分に配慮すること。
　�　なお、埼玉県においては、事業者に対して廃棄物の処
理及び清掃に関する法律その他関係法令等に基づき、更
なる指導を徹底していただきたい。

【決算特別委員会審査日程】
10月10日	 病院事業会計・水道事業会計・下水道事業会計
10月15日	 �狭山ケ丘土地区画整理特別会計・所沢駅西口

区画整理特別会計・交通災害共済特別会計・
国民健康保険特別会計・介護保険特別会計・
後期高齢者医療特別会計

10月17日・28日  一般会計
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討論 　―議案に賛成・反対します― 

議案第 102号　令和元年度所沢市一般会計補正予算（第 7号）
　　　⃝債務負担行為として計上された一般廃棄物収集運搬業務委託事業は、現業職員不補充の方針のもと、安定的な

家庭ごみの収集運搬業務を継続するため、計画的に進められているものである。今回の提案は市域の約55％か
ら70％に委託割合を拡大することにより、将来にむけた安定的な家庭ごみの収集体制を確立するとともに、災害時や福
祉的な対応も考えられ、評価しうるものであると考える。引き続き、厳しい財政状況のもと、民間活力を有効に活用
し、多種多様な市民ニーズに対応しながら、行政サービスの維持・向上に努めてもらいたい。
　　　⃝安倍政権の7年間で、憲法と平和、くらしと経済、民主主義と人権、税金の私物化など、あらゆる分野で戦後

どの内閣もやってこなかった史上最悪の暴政の連続である。長引く不況の中で実質賃金は連続して低下する一
方、物価は値上がりを続け、そのうえ令和元年10月から消費税が10％に増税され、地方自治体にも影響が及んでいる。
消費税を社会保障に充てると言いながら、増税直後から全世帯型社会保障制度改革として社会保障の改悪が検討され、
市民生活はますます厳しくなる一方である。こうした中、地方自治体は市民のくらしと福祉の向上、働く人々の労働改
善などその役割の重要性がますます増している。議案第102号の業務委託の最大のメリットは人件費削減だったが、委
託業務の課題として人件費の高騰により委託事業者の人材確保が難しいことが審査の中で明らかとなった。昨今、災害
が頻発する中で災害時の廃棄物処理の関連でも市職員による対応の重要性がますます高まっており、今回の台風の被災
地では、職員不足により復旧復興が遅れている実態もある。こうしたことから一般廃棄物の収集業務の地区委託の拡大
について認めることはできない。

議案第 111号　所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
　　　⃝高齢者の増加に伴い医療費の増大が避けられない中、国が無年金者問題の解決のために厚生年金の加入を推進

したことで、国民健康保険の加入者が社会保険等の健康保険に入ることになり、そのことが国保加入者を減少
させ、結果として国保財政を急激に悪化させている。そうした国の財政状況を鑑みれば、今回の賦課限度額の引き上げ
は致し方ないと考える。
⃝国民健康保険は低所得者層が多く加入する一方で、高齢者など医療機関等にかかる加入者も多いため、医療費負担が
大きくなり、その分、中間所得者層への負担が大きくなるという構造的な問題がある。今回の賦課限度額の引き上げ
は、埼玉県の運営方針に基づき、国が定めた法定賦課限度額に合わせるための改正であり、高額所得者に対して負担能
力に応じた保険税負担を求めていくことで中間所得者の負担を配慮した改正であり、税負担の公平性の観点から適正で
あると考える。
　　　⃝国民健康保険税は県との共同運営移行前、国庫支出金が一方的に減額されてきたことが主な要因で、ほとんど

の市町村の国保会計が法定外繰入金なしでは運営できなくなった。
⃝全国知事会は都道府県との共同運営以降、国が1兆円を投入すれば中小企業の従業員が加入する協会けんぽの保険料
と肩が並ぶということで、公費1兆円投入を求めてきたところである。その後、公費3,400億円が投入され現在に至る
が、国保税は下がるどころか増税が相次いでいて、国は法定外繰入金がなくなるまでは増税を促してきている。
⃝会社を定年になり、国保に加入したとたんに国保税の請求額を見て驚いたという声も聞く。もともと低所得者が多い
加入者で構成されている国保の運営には、多額の補てんは必要である。その補てんとして、中間所得者層を狙い撃ちに
する今回の条例改正には反対する。
⃝県との共同運営によって一般会計からの法定外繰入金が大幅に減額したため、増税ではなく繰入金で補てんすべきで
ある。高額所得者の階層区分をもっと小刻みに税率を設定し、所得相応に支払っていただくような法改定を国に対して
求めるべきである。

議案第 110号　�所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び所沢市常勤の
特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について

　　　⃝今回の条例改正は、現下の社会経済情勢や民間企業の情勢等を反映して出される人事院勧告に基づき、一般職員
とのバランスなどを総合的に勘案し、市長等の期末手当の改定を行うとともに、市議会の議員の期末手当につい

ても、市長など常勤の特別職との均衡を図ることを目的に提案されたものであり、合理性があるものと考える。
　　　⃝昨今の厳しい経済状況の中、職員給与の改定は人事院勧告を参照し、民間給与の引き上げもあり、格差解消・

若年層の給与水準の引き上げは納得できるものであるが、議員報酬は現下の社会経済状況を鑑みても、引き上
げるべきではないという立場のため、賛成できない。
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所沢市都市計画マスタープラン

議案第 101号は審査の結果、継続審査 ? とすることになりました

継続審査の意見
・議会基本条例第 10条の議決事件の追加等、また、所沢市議会の議決すべき事件を定める条例に、総合計画に加えて、都市

計画マスタープランを位置づけた経緯があります。今回、審査を通じ課題や問題点等があることがわり、また、各会派の意

見の調整も必要であると思われ、場合によっては有識者からの意見を聞く必要もあると考えます。議会基本条例の審査の充

実の観点からも、よりよいものとしていくため、継続審査とし、議論する時間を設けさせていただきたく、継続審査を主張

します。

? 継続審査とは，会議に提案された案件について、その会期中に結論を出すことができない場合、議会の議決によって、付託を受
けた委員会が閉会中や次の定例会でも引き続き審査を行うことをいいます。

令和元年12月定例会 審議結果
賛否が分かれた議案については、議員別賛否一覧（次ページ）をご覧ください。

市長提出議案（31件）

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結果
第 101 号 所沢市都市計画マスタープランの策定について 建設環境 継続審査
第 102 号 令和元年度所沢市一般会計補正予算（第 7 号） 予　　算 原案可決 賛成多数
第 103 号 令和元年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第 1 号） 予　　算 原案可決 全会一致
第 104 号 令和元年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第 1 号） 予　　算 原案可決 全会一致
第 105 号 令和元年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） 予　　算 原案可決 全会一致
第 106 号 令和元年度所沢市水道事業会計補正予算（第 1 号） 予　　算 原案可決 全会一致
第 107 号 令和元年度所沢市下水道事業会計補正予算（第 2 号） 予　　算 原案可決 全会一致
第 108 号 所沢市森林環境基金条例制定について 総務経済 原案可決 全会一致

第 109 号
所沢市一般職の任期付職員の採用等に関する条例及び所沢市一般職員の給与等に関する条例の一部
を改正する条例制定について

総務経済 原案可決 全会一致

第 110 号
所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び所沢市常勤の特別職の職員の給与等
に関する条例の一部を改正する条例制定について

総務経済 原案可決 賛成多数

第 111 号 所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 健康福祉 原案可決 賛成多数

第 112 号
所沢市病院事業の設置等に関する条例及び所沢市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の
一部を改正する条例制定について

健康福祉 原案可決 全会一致

第 113 号 所沢市建築・開発関係手数料条例の一部を改正する条例制定について 建設環境 原案可決 全会一致
第 114 号 所沢市狭山湖駐車場の指定管理者の指定について 総務経済 可      決 全会一致
第 115 号 旧コンポストセンター跡地利活用事業契約締結についての一部変更について 総務経済 可      決 全会一致
第 116 号 所沢市と狭山市との学齢児童生徒に係る教育事務の委託に関する協議について 市民文教 可      決 全会一致
第 117 号 市道路線の認定について 建設環境 可      決 全会一致
第 118 号 市道路線の認定について 建設環境 可      決 全会一致
第 119 号 市道路線の廃止について 建設環境 可      決 全会一致
第 120 号 市道路線の変更について 建設環境 可      決 全会一致
第 121 号 令和元年度所沢市一般会計補正予算（第 8 号） 予　　算 原案可決 全会一致

　当初策定から20年以上が経過したことによる社会経済情勢の変化への対応や第6次
所沢市総合計画等との整合を図るため、都市計画法第18条の2第1項により定めるも
のとされた「市町村の都市計画に関する基本的な方針」である現行の「所沢市街づく
り基本方針」について、新たに令和2年4月を始期とする「所沢市都市計画マスタープ
ラン」として策定するものです。

議案第101号　所沢市都市計画マスタープランの策定について
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○：賛成　　×：反対　　－：採決に加わらず

※第 101 号については、継続審査の賛否を表示しています。

議案について、各議員の賛否を表示しています。議員別賛否一覧

議案番号

公明党 至誠自民クラブ 自由民主党 日本共産党 自由民主党・ 
無所属の会 立憲民主党

植
竹
　
成
年

川
辺
　
浩
直

亀
山
　
恭
子

西
沢
　
一
郎

福
原
　
浩
昭

村
上
　
　
浩

荻
野
　
泰
男

杉
田
　
忠
彦

谷
口
　
雅
典

浅
野
美
恵
子

中
村
　
　
太

秋
田
　
　
孝

粕
谷
不
二
夫

青
木
　
利
幸

中
　
　
毅
志

大
館
　
隆
行

松
本
　
明
信

越
阪
部
征
衛

矢
作
い
づ
み

天
野
　
　
敦

荒
川
　
　
広

城
下
　
師
子

小
林
　
澄
子

平
井
　
明
美

佐
野
　
允
彦

石
原
　
　
昂

大
石
　
健
一

入
沢
　
　
豊

近
藤
　
哲
男

末
吉
美
帆
子

長
岡
　
恵
子

島
田
　
一
隆

石
本
　
亮
三

  第 101 号※ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議
長

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 102 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 110 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 111 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 122 号 賛成 15 票、反対 11 票 無効 6 票（無記名投票による）

認定第 1 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第 5 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第 6 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第 7 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第 9 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算認定（10件）

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結果
認定第 1 号 平成 30 年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認定する 賛成多数
認定第 2 号 平成 30 年度所沢市交通災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認定する 全会一致
認定第 3 号 平成 30 年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認定する 全会一致
認定第 4 号 平成 30 年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認定する 全会一致
認定第 5 号 平成 30 年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認定する 賛成多数
認定第 6 号 平成 30 年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認定する 賛成多数
認定第 7 号 平成 30 年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認定する 賛成多数
認定第 8 号 平成 30 年度所沢市水道事業決算の認定について 決算特別 認定する 全会一致
認定第 9 号 平成 30 年度所沢市下水道事業決算の認定について 決算特別 認定する 賛成多数
認定第10号 平成 30 年度所沢市病院事業決算の認定について 決算特別 認定する 全会一致

議員提出議案（6件）

議案番号 議　案　件　名 結果

第 10 号
重度障害者の通勤・通学や就労時の介護サービスについて、重度訪問介護の利用が可能となることを求める意見
書について

原案可決 全会一致

第 11 号 公立・公的病院の再編統合計画に関する意見書について 原案可決 全会一致
第 12 号 ＣＳＦ（豚コレラ）対策の強化を求める意見書について 原案可決 全会一致
第 13 号 「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強化を求める意見書について 原案可決 全会一致
第 14 号 令和元年台風 19 号等からの復旧・復興に向けた対策を求める意見書について 原案可決 全会一致
第 15 号 手話言語法案・情報コミュニケーション法案の早期制定を求める意見書について 原案可決 全会一致

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結果
第 122 号 教育委員会委員任命の同意を求めることについて ― 議決に至らず ―
第 123 号 公平委員会委員選任の同意を求めることについて ― 同意する 全会一致
第 124 号 固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求めることについて ― 同意する 全会一致

諮問第 6 号 産業廃棄物処理業計画書（処分業）に係る意見を求めることについて 建設環境 回答する 全会一致
諮問第 7 号 産業廃棄物処理業計画書（収集運搬業）に係る意見を求めることについて 建設環境 回答する 全会一致
諮問第 8 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ― 同意する 全会一致
諮問第 9 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ― 同意する 全会一致
諮問第10号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ― 同意する 全会一致
諮問第11号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ― 同意する 全会一致
諮問第12号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ― 同意する 全会一致
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一
般
質
問
っ
て
な
に
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
員
が
市
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。
皆
さ
ん

の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

※�

各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
か
ら
、
１
項
目
を
抜
粋
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

一
　 

質
問

般

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

Ｑ　
市
長
は
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
助
成
開
始
を

公
約
に
掲
げ
て
い
た
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
な
の

か
。A　

新
生
児
の
聴
覚
障

害
は
、
１
，
０
０
０
人
に

１
人
か
ら
２
人
と
い
わ
れ

て
い
る
。
平
成
30
年
度
の

本
市
に
お
け
る
聴
覚
検
査

の
実
施
率
は
81
．
１
％
と

低
く
な
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
全
て
の
新
生
児
が
受

診
で
き
る
よ
う
に
、
早
期

発
見
、
早
期
対
応
に
つ
な

げ
る
た
め
に
公
費
負
担
の

助
成
を
公
約
に
掲
げ
た
。

今
後
は
助
成
実
施
に
お
け

る
課
題
も
あ
る
の
で
、
し

っ
か
り
と
確
認
し
、
聴
覚

検
査
の
助
成
の
実
施
に
向

け
て
関
係
機
関
と
調
整
を

進
め
て
い
く
。

公明党
亀山　恭子

全
て
の
新
生
児
に
聴
覚
検
査
す
る

た
め
の
助
成
を

? 心身の発達に何らかの心配や障害のあるお子さんが、遊びや運動など小集団（又は個別）の活動を通して成長していけるよう支援す
る児童福祉法上のサービスを提供する施設で、市内に39事業所あります。

Ｑ　
不
安
や
悩
み
を
抱

え
て
い
る
相
談
で
き
な
い

生
徒
を
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
の
か
。

A　
学
校
で
は
、
定
期

的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
児
童
・
生
徒
の
不
安

や
悩
み
を
把
握
す
る
こ
と

に
加
え
、
教
職
員
が
直
接

観
察
し
な
が
ら
、
小
さ
な

変
化
で
あ
っ
て
も
教
職
員

間
で
共
有
し
、
難
し
い
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
は
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
な

い
で
い
る
。
相
談
に
来
る

児
童
・
生
徒
を
待
つ
だ
け

で
な
く
、
自
ら
教
室
に
出

向
き
、
児
童
・
生
徒
の
様

子
を
把
握
し
支
援
に
つ
な

げ
る
場
合
も
あ
る
。
学
年

全
て
の
生
徒
と
面
接
す
る

機
会
を
設
け
る
な
ど
学
校

の
実
情
に
応
じ
た
活
動
も

行
っ
て
い
る
。

至誠自民
クラブ

浅野美恵子

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

支
援
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を

Ｑ　
市
と
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｗ
Ａ
の
役
割
が
全
然
伝

わ
っ
て
こ
な
い
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

A　
駅
周
辺
の
環
境
、

駅
舎
の
改
良
な
ど
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
協
議

し
、
課
題
解
決
に
向
け
た

調
整
を
進
め
て
お
り
、
今

後
で
き
る
だ
け
見
え
る
形

に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク

ラ
タ
ウ
ン
が
完
成
す
る

と
、
地
域
の
魅
力
が
広
が

っ
て
い
く
と
考
え
、
更
に

そ
の
情
報
を
周
辺
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
市
民
に
発
信

し
て
い
き
、
市
域
全
体
、

県
西
部
地
区
の
魅
力
を
高

め
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

至誠自民
クラブ

中村　　太

ＣOO

Ｌ  

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ  

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
構
想
と
と
も
に

東
所
沢
の
新
た
な
未
来
を
描
く
取
り
組
み
を

Ｑ　
今
回
の
認
可
取
り

消
し
の
事
例
も
踏
ま
え

て
、
今
後
の
本
市
に
お
け

る
発
達
障
害
児
へ
の
支
援

の
考
え
方
は
。

A　
今
回
の
事
例
を
踏

ま
え
て
、
施
設
に
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
適
正
な
事
業

運
営
と
管
理
の
徹
底
を
求

め
て
い
く
と
と
も
に
、
施

設
に
お
け
る
支
援
の
力
量

や
質
の
向
上
を
図
る
た
め

の
研
修
等
に
一
層
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
今
後

は
、
第
４
次
所
沢
市
障
害

者
支
援
計
画
の
目
標
に
沿

い
、
重
度
心
身
障
害
児
を

受
け
入
れ
る
施
設
等
の
整

備
に
努
め
な
が
ら
、
障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

一
層
の
支
援
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。 自由民主党

中　　毅志

障
害
児
通
所
施
設
?
の
認
可

取
り
消
し
に
伴
う
市
の
対
応
に
つ
い
て
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Ｑ　
自
治
体
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
同
士

に
よ
る
、
ゼ
ロ
炭
素
社
会

実
現
協
議
会
と
い
っ
た
組

織
を
つ
く
り
、
ゼ
ロ
炭
素

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

は
ど
う
か
。

A　
平
成
31
年
２
月
14

日
に
署
名
し
た
世
界
首
長

誓
約
／
日
本
に
お
い
て
、

市
長
が
運
営
委
員
会
の
委

員
と
な
り
、
優
良
事
例
の

情
報
交
換
等
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
世

界
中
の
１
万
超
の
自
治
体

が
参
加
し
て
、
よ
り
進
ん

だ
温
暖
化
対
策
を
と
る
こ

と
を
誓
約
し
た
も
の
で
、

国
内
で
は
横
浜
市
な
ど
の

21
の
自
治
体
が
誓
約
し
て

お
り
、
こ
れ
も
い
わ
ゆ
る

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
グ
ル
ー

プ
の
一
つ
と
考
え
る
。 至誠自民

クラブ
谷口　雅典

「
地
球
過
熱
化
！
」
時
代
に
お
け
る

「
ゼ
ロ
炭
素
社
会
」へ
の
挑
戦
に
つ
い
て

Ｑ　
投
票
区
割
り
の
策

定
の
際
、
有
権
者
の
利
便

性
等
を
考
慮
し
柔
軟
な
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
の

か
。A　

市
民
か
ら
、
投
票

所
が
遠
い
な
ど
の
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
有
権

者
が
非
常
に
多
い
投
票
区

や
区
域
が
広
い
投
票
区
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
投
票
区

割
り
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
と

し
て
も
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
見
直
し
に

当
た
っ
て
は
、
当
該
地
区

に
投
票
所
と
な
り
得
る
施

設
が
あ
る
か
、
変
更
し
た

場
合
に
現
状
よ
り
投
票
所

が
遠
く
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
の
、
変
更
に
伴
う
影
響

や
課
題
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

日本共産党
天野　敦

投
票
し
や
す
い環

境
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ　
内
閣
府
か
ら
福
祉

避
難
所
確
保
・
運
営
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
出
て
い
る

が
、
本
市
の
福
祉
避
難
所

の
体
制
整
備
の
状
況
は
。

A　
本
市
の
福
祉
避
難

所
の
整
備
と
し
て
は
、
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
老
人

福
祉
施
設
や
障
害
者
支
援

施
設
等
を
中
心
に
、
市
の

施
設
の
ほ
か
、
民
間
の
老

人
福
祉
施
設
等
と
災
害
時

応
援
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
で
、
高
齢
者
福
祉
施
設

24
カ
所
、
障
害
者
支
援
施

設
10
カ
所
、
助
産
院
１
カ

所
の
合
計
35
施
設
を
指
定

し
て
い
る
。
応
援
協
定
の

内
容
と
し
て
は
、
場
所
の

提
供
、
必
要
に
応
じ
た
資

機
材
の
提
供
、
避
難
所
運

営
の
補
助
で
あ
る
。

公明党
川辺　浩直

福
祉
避
難
所
の
体
制
整
備
の
強
化
を

Ｑ　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
歩
け
る

距
離
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

を
凝
縮
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
だ
が
、
地
域
別
の
ま
ち

づ
く
り
の
複
合
化
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A　
今
後
、
老
朽
化
に

伴
う
施
設
の
更
新
の
際
に

は
、
周
辺
の
老
朽
化
施
設

の
機
能
を
複
合
化
し
、
多

機
能
施
設
と
し
て
再
整
備

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。
複
合
化
に
よ
る
施
設

の
再
編
の
考
え
方
と
し
て

は
、
地
理
的
状
況
や
生
活

圏
な
ど
を
考
慮
し
、
人
口

の
変
化
等
の
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
地
域
に
必
要

な
施
設
、
機
能
を
配
置
し

て
い
く
。
ま
た
、
人
の
交

流
を
創
出
す
る
と
と
も
に

防
災
機
能
の
強
化
な
ど
も

図
っ
て
い
き
た
い
。

自由民主党
越阪部征衛

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

公
共
施
設
の
複
合
化
を

Ｑ　
全
員
担
任
制
は
、

学
年
ご
と
の
教
職
員
が
全

て
の
生
徒
に
目
を
配
り
、

問
題
が
起
き
た
と
き
に

は
、
そ
の
問
題
に
最
も
適

し
た
教
員
が
対
処
に
当
た

る
。
い
じ
め
対
策
に
も
有

効
と
考
え
る
が
、
本
市
で

の
導
入
の
見
解
は
。

A　
担
任
制
に
つ
い
て

は
継
続
的
に
児
童
・
生
徒

に
関
わ
り
な
が
ら
、
精
神

的
な
部
分
を
含
め
て
丁
寧

な
指
導
に
当
た
る
こ
と
が

で
き
る
ク
ラ
ス
担
任
制
を

継
続
し
、
そ
の
中
で
全
教

職
員
に
よ
る
組
織
的
な
体

制
を
整
え
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

全
員
担
任
制
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
効

果
や
課
題
の
情
報
収
集
に

努
め
て
い
き
た
い
。

至誠自民
クラブ

秋田　孝

全
員
担
任
制
の
導
入
に

向
け
た
検
討
を

Ｑ　
不
登
校
や
い
じ
め

な
ど
に
悩
み
、
そ
こ
か
ら

見
事
に
立
ち
直
る
こ
と
が

で
き
た
家
族
を
講
師
と
し

た
研
修
会
の
開
催
を
検
討

で
き
な
い
か
。

A　
今
年
度
は
新
た
に
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修

会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
生
徒
指
導
・
教
育
相

談
中
級
研
修
会
で
の
実
践

的
な
研
修
の
実
施
に
よ

り
、
教
職
員
の
資
質
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
児
童
・
生

徒
の
小
さ
な
変
化
か
ら
不

安
や
悩
み
に
気
づ
き
、
そ

の
解
消
に
向
け
た
支
援
を

適
切
に
行
え
る
よ
う
、
不

登
校
に
悩
む
当
事
者
な
ど

に
よ
る
講
演
会
の
実
施
を

含
め
、
教
職
員
の
感
受
性

や
対
応
能
力
を
高
め
る
研

修
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。 公明党

植竹　成年  

教
職
員
が
い
ち
早
く
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
?
と
し
て
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
な
研
修
会
の
開
催
を
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Ｑ　
三
ケ
島
、
富
岡
、

柳
瀬
地
区
以
外
の
交
通
不

便
地
域
で
の
交
通
手
段
の

確
立
に
向
け
た
検
討
状
況

と
、
小
型
バ
ス
に
よ
る
新

し
い
路
線
の
定
時
運
行
の

実
現
の
見
通
し
は
。

A　
三
ケ
島
、
富
岡
、

柳
瀬
地
区
以
外
の
地
域
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
検
討
を
開
始
し
て
い
な

い
が
、
３
つ
の
地
域
の
状

況
を
検
証
し
な
が
ら
、
状

況
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
必

要
性
も
含
め
検
討
し
て
い

き
た
い
。
小
型
バ
ス
な
ど

の
乗
合
の
交
通
手
段
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
地
域
公

共
交
通
会
議
等
に
よ
る
協

議
や
事
業
者
に
よ
る
国
土

交
通
省
へ
の
事
業
許
可
申

請
な
ど
、
事
前
手
続
と
時

間
を
要
す
る
た
め
、
計
画

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。 日本共産党

荒川　広

交
通
不
便
地
域
に
お
け
る

交
通
手
段
の
確
立
を

Ｑ　
厚
生
労
働
省
の
公

立
病
院
統
廃
合
を
考
え
る

べ
き
と
す
る
病
院
に
名
前

が
挙
が
っ
た
こ
と
の
影
響

や
、
今
後
ど
の
よ
う
な
点

に
注
力
し
て
病
院
経
営
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

A　
市
民
を
は
じ
め
、
特

に
小
児
医
療
を
利
用
し
て

い
る
子
育
て
世
帯
に
安
心

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す

い
情
報
の
提
供
・
発
信
に

努
め
る
と
と
も
に
、
経
営

に
つ
い
て
は
、
小
児
医
療

や
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を

活
用
し
た
在
宅
医
療
の
支

援
と
い
っ
た
、
地
域
の
中

で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
医

療
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、

公
的
医
療
機
関
と
し
て
担

う
べ
き
役
割
を
確
実
に
果

た
す
た
め
に
、
引
き
続
き

努
力
し
て
い
き
た
い
。 自由民主党・

無所属の会
石原　昂

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
経
営
に
つ
い
て

Ｑ　
台
風
19
号
の
降
雨

の
影
響
に
よ
り
、
上
新
井

調
整
池
が
氾
濫
し
た
。
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

A　
上
新
井
調
整
池

は
、
東
川
の
洪
水
を
一
時

的
に
貯
留
し
、
下
流
域
の

浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
に
県
が
整
備
し
た
河
川

施
設
で
あ
り
、
川
越
県
土

整
備
事
務
所
と
市
の
役
割

分
担
の
も
と
に
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
昨
今
の

異
常
気
象
に
伴
い
、
水
害

の
多
発
・
激
甚
化
も
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て

も
、
出
水
期
に
お
い
て
日

常
パ
ト
ロ
ー
ル
の
頻
度
を

ふ
や
し
て
、
水
位
の
状
況

を
、
よ
り
一
層
注
視
す
る

な
ど
、
県
と
の
連
携
や
情

報
共
有
に
努
め
、
危
機
管

理
に
対
応
し
て
い
く
。 日本共産党

小林　澄子

上
新
井
調
整
池
の
氾
濫
に
か
か
る

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
手
軽
に
性
情
報
に
ふ

れ
る
機
会
が
増
加
し
て
い

る
た
め
、
性
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
?
教
育
に
取
り
組
む

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

A　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

手
軽
に
情
報
が
得
ら
れ
る

利
点
が
あ
る
反
面
、
誤
っ

た
性
情
報
の
氾
濫
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
介
し
て
児
童
・
生
徒

が
性
被
害
に
遭
う
事
件
が

増
加
す
る
な
ど
課
題
が
多

い
こ
と
か
ら
、
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
に
限
ら
ず
、
情
報

モ
ラ
ル
に
つ
い
て
指
導
す

る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ

る
。
家
庭
や
地
域
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
正
し
い

情
報
を
選
択
で
き
る
力
、

性
に
関
し
て
適
正
に
理
解

し
行
動
で
き
る
力
の
育
成

を
図
っ
て
い
き
た
い
。 立憲民主党

長岡　恵子

性
教
育
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ　
生
活
ク
ラ
ブ
保
育

料
の
減
免
の
通
知
を
指
定

管
理
者
が
行
う
こ
と
に
な

っ
た
経
緯
と
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。A　

児
童
館
運
営
業
務

が
指
定
管
理
者
制
度
移
行

後
、
平
成
29
年
度
か
ら
利

用
料
金
制
を
順
次
導
入
し

た
。
保
育
料
の
減
免
の
可

否
に
つ
い
て
も
、
所
沢
市

立
児
童
館
設
置
及
び
管
理

条
例
に
よ
り
、
指
定
管
理

者
が
行
う
も
の
と
定
め
て

お
り
、
減
免
決
定
通
知
も

指
定
管
理
者
が
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
個
人
情

報
に
関
す
る
保
護
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
の
協
定

の
中
で
、
指
定
管
理
者
が

遵
守
す
る
事
項
と
し
て
定

め
て
い
る
。

立憲民主党
石本　亮三

児
童
館
生
活
ク
ラ
ブ
の

保
育
料
減
免
と
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

Ｑ　
横
田
基
地
で
は
泡

消
火
剤
に
よ
る
土
壌
汚
染

な
ど
が
基
地
内
外
に
広
が

っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
所
沢
通
信
基
地
周
辺

の
地
下
水
、
河
川
等
の
水

質
調
査
を
行
う
べ
き
だ
と

考
え
る
が
見
解
は
。

A　
本
市
と
し
て
は
、

引
き
続
き
、
堆
積
さ
れ
て

い
る
土
壌
の
安
全
性
を
確

認
す
る
こ
と
を
最
優
先
と

考
え
て
い
る
が
、
泡
消
火

剤
に
含
ま
れ
て
い
る
物
質

に
関
す
る
調
査
は
、
現
段

階
で
法
整
備
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、

国
と
横
田
基
地
周
辺
自
治

体
等
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
河
川
等
に
お
け
る
水

質
検
査
の
必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
。

日本共産党
城下　師子

所
沢
通
信
基
地
へ
の
土
砂
搬
入
に
よ
る

地
下
水
・
雨
水
へ
の
影
響
に
つ
い
て
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Ｑ　
多
く
の
利
用
者
か

ら
、
経
年
劣
化
に
よ
る
悪

臭
と
不
便
な
和
式
の
た

め
、
老
朽
化
し
た
３
カ
所

の
ト
イ
レ
を
洋
式
ト
イ
レ

に
建
て
替
え
て
ほ
し
い
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
見
解
は
。

A　
北
中
運
動
場
は
開

設
以
来
、
多
く
の
市
民
に

親
し
ま
れ
て
お
り
、
近
年

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
の
普
及
に
よ
り
、
多
く

の
高
齢
者
の
方
に
も
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ト
イ
レ
は
開
設
時
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
、
老
朽
化

が
著
し
く
、
悪
臭
対
策
や

便
器
の
洋
式
化
の
要
望
が

多
い
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早

期
の
事
業
化
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

自由民主党
大館　隆行

北
中
運
動
場
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に

? 認知症の方やその家族、医療や介護の専門職、地域の方など、誰もが気軽に参加できる「つどいの場」です。認知症の方やその家
族同士が情報交換するだけでなく、医療や介護の専門職に相談ができるなど、地域の方との交流の場となっています。

Ｑ　
東
西
連
絡
道
路
が

開
通
予
定
だ
が
、
交
差
点

の
な
い
道
路
の
通
行
や
基

地
周
辺
を
通
行
す
る
際
は

不
安
な
の
で
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
で
き
な
い
か
と
の

声
が
あ
る
。
市
民
が
安
心

安
全
に
通
行
で
き
る
対
策

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
見

解
は
。

A　
東
西
連
絡
道
路

は
、
見
通
し
が
よ
い
直
線

道
路
と
な
っ
て
お
り
、
供

用
が
開
始
さ
れ
る
と
、
自

動
車
の
ほ
か
多
く
の
方
の

通
行
が
予
想
さ
れ
る
。
安

全
対
策
と
し
て
、
延
長
約

５
８
０
ｍ
の
間
に
交
差
点

を
含
め
19
基
の
道
路
照
明

灯
を
整
備
す
る
こ
と
か

ら
、
夜
間
に
お
い
て
も
安

全
に
通
行
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
計
画
は
な
い
。

日本共産党
矢作いづみ

基
地
周
辺
を
通
行
す
る
際
の

安
全
確
保
に
つ
い
て

Ｑ　
市
内
の
小
中
学
校

に
お
い
て
、
通
話
機
能
を

持
た
な
い
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の

校
内
持
ち
込
み
に
つ
い

て
、
統
一
的
な
方
針
を
出

せ
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

A　
各
校
へ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ

端
末
の
校
内
持
ち
込
み
等

の
問
い
合
わ
せ
は
ま
だ
多

く
は
な
く
、
実
態
把
握
も

十
分
で
は
な
い
た
め
、
教

育
委
員
会
か
ら
端
末
に
限

定
し
た
通
知
を
出
す
こ
と

は
難
し
い
。
端
末
に
よ
る

防
犯
上
の
効
果
は
認
識
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
話

機
能
の
な
い
機
器
の
使
用

は
、
携
帯
電
話
の
校
内
へ

の
持
ち
込
み
の
議
論
と
は

分
け
て
考
え
、
今
後
、
学

校
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
保
護
者
へ
の
周
知
の

方
法
等
を
具
体
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

自由民主党・
無所属の会
入沢　豊

Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
位
置
情
報
端
末
の

学
校
へ
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

Ｑ　
多
く
の
方
々
が
希
望

を
持
て
る
所
沢
の
未
来
の

農
業
を
切
り
開
く
べ
く
、

市
長
の
政
策
遂
行
に
つ
い

て
の
思
い
を
伺
い
た
い
。

A　
東
京
農
工
大
学
と

包
括
的
連
携
・
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
研
究

技
術
を
本
市
の
農
業
に
生

か
し
て
い
け
る
よ
う
努
め

て
い
く
。
ま
た
、
観
光
客

の
増
加
な
ど
を
考
え
る

と
、
農
・
商
・
工
の
連
携

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
を
進
め
、
付
加
価
値

の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
る
こ
と
も
必
要
で
あ

り
、
所
沢
野
菜
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
も
っ
と
高
い
値
段

で
売
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
推
し
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
考

え
工
夫
し
て
い
き
た
い
。 自由民主党

松本　明信

所
沢
の
農
業
・
農
家
を守

る
た
め
に

Ｑ　
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

来
を
要
因
と
し
て
出
さ
れ

た
要
請
書
が
市
長
名
で
提

出
さ
れ
た
。
普
天
間
基
地

な
ど
の
報
道
に
よ
り
、
反

基
地
運
動
の
敵
性
シ
ン
ボ

ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
オ

ス
プ
レ
イ
が
持
つ
、
い
わ

ゆ
る
政
治
的
象
徴
性
に
引

き
ず
ら
れ
た
側
面
が
あ
っ

た
の
か
伺
い
た
い
。

A　
こ
の
た
び
の
要
請

書
は
、
政
府
間
協
議
機
関

で
あ
る
日
米
合
同
委
員
会

の
合
意
事
項
の
遵
守
と
い

う
国
家
レ
ベ
ル
の
問
題
で

あ
り
、
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

も
含
め
た
航
空
機
を
人
口

密
集
地
で
あ
る
所
沢
通
信

基
地
に
飛
来
さ
せ
な
い
よ

う
に
」
と
す
る
旨
の
、
市

民
の
安
全
安
心
を
第
一
に

考
え
た
要
請
で
あ
っ
た
た

め
、
市
長
名
と
し
た
。 自由民主党・

無所属の会
佐野　允彦

所
沢
通
信
基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
に

伴
う
要
請
書
の
提
出
の
正
当
性
に
つ
い
て

Ｑ　
町
田
市
で
は
、
コ
ー

ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
店
と
の
包

括
協
定
に
よ
り
、
店
舗
な

ど
で
認
知
症
カ
フ
ェ
?
を

開
催
し
て
い
る
。
本
市
で

も
民
間
企
業
の
既
存
店
舗

を
活
用
し
て
開
催
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A　
本
市
に
お
い
て

も
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を
市

内
17
カ
所
で
開
設
し
て
い

る
。
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
店
舗
な
ど
で
認
知
症
カ

フ
ェ
を
開
催
す
る
こ
と

で
、
認
知
症
の
方
や
介
護

者
が
気
軽
に
参
加
し
や
す

く
な
る
。
仮
に
店
舗
な
ど

か
ら
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開

催
希
望
が
あ
っ
た
ら
、
相

談
対
応
が
で
き
る
医
療

職
・
介
護
職
等
の
専
門
職

の
配
置
に
つ
い
て
協
議
す

る
な
ど
、
開
催
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。 立憲民主党

末吉美帆子

認
知
症
と
と
も
に
歩
む

社
会
の
実
現
を



ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより 第 193 号第 193 号

12

Ｑ　
一
般
質
問
を
聞
い
て

み
た
の
だ
！
み
ん
な
、
一

生
け
ん
め
い
。
も
り
だ
く

さ
ん
の
質
問
を
し
て
い
た

の
だ
…
っ
て
、
一
人
ど
の

く
ら
い
の
時
間
で
や
る
の

だ
？

A　
一
般
質
問
は
、
議
員

の
質
問
と
、
市
長
を
は
じ

め
と
す
る
市
の
担
当
者
の

答
弁
を
合
わ
せ
て
60
分
以

内
で
行
い
ま
す
。
令
和
元

年
第
４
回
（
12
月
）
定
例

会
で
は
、
25
人
の
議
員

が
、
５
日
に
わ
た
り
質
問

し
ま
し
た
。

? 時期ごとに発生する繁忙期や閑散期に合わせて、法定労働時間の範囲内で柔軟に労働時間を設定できる制度で、業務にかかる時間
が月や週ごとにバラつきがある場合に労働時間を調整できます。

Ｑ　
平
成
29
年
９
月
定

例
会
に
お
い
て
、
い
じ
め

防
止
対
策
と
し
て
匿
名
相

談
ア
プ
リ
の
導
入
を
提
案

し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討

状
況
を
伺
い
た
い
。

A　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
相
談
ア

プ
リ
は
、
電
話
な
ど
に
比

べ
て
心
理
的
抵
抗
が
な
い

こ
と
や
、
早
期
に
相
談
す

る
こ
と
で
深
刻
な
事
態
を

回
避
で
き
る
な
ど
の
効
果

が
期
待
で
き
る
。
一
方

で
、
成
り
済
ま
し
な
ど
の

懸
念
や
、
匿
名
を
望
む
児

童
・
生
徒
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
仕
方
な
ど
非
常
に
難

し
い
課
題
が
あ
る
た
め
、

導
入
に
向
け
て
は
一
定
の

準
備
期
間
が
必
要
で
あ

る
。
費
用
対
効
果
や
人
員

体
制
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
。

公明党
西沢　一郎

子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
た

い
じ
め
防
止
対
策
を

Ｑ　
本
市
が
推
進
し
て

い
る
Ｔ
Ｏ
Ｄ
の
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

A　
市
職
員
が
歩
行
者

へ
の
思
い
や
り
を
持
っ
て

公
用
車
を
運
転
す
る
こ
と

と
し
、
横
断
歩
道
は
歩
行

者
優
先
、
法
定
速
度
の
遵

守
、
一
時
停
止
線
で
の
確

実
な
停
止
な
ど
を
記
載
し

た
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を

公
用
車
に
貼
り
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
た
。
ま
た
、
所
沢
交
通

安
全
協
会
や
所
沢
地
区
安

全
運
転
管
理
者
協
会
な
ど

所
沢
市
交
通
安
全
推
進
協

議
会
の
加
盟
団
体
に
シ
ー

ト
を
配
布
し
本
活
動
へ
の

協
力
を
依
頼
す
る
と
と
も

に
、
交
通
事
故
防
止
運
動

な
ど
の
啓
発
活
動
を
通
し

て
思
い
や
り
を
持
っ
た
運

転
の
周
知
に
努
め
た
。 至誠自民

クラブ
荻野　泰男

Ｔ
Ｏ
Ｄ
（
所
沢
思
い
や
り

ド
ラ
イ
ブ
）
の
普
及
促
進
を

Ｑ　
学
校
現
場
か
ら
反

対
の
声
が
多
い
変
形
労
働

時
間
制
の
条
例
化
に
つ
い

て
見
解
を
伺
い
た
い
。

A　
１
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
国
や
県
か
ら
具

体
的
な
通
知
が
届
い
て
お

ら
ず
、
詳
細
に
つ
い
て
把

握
で
き
な
い
た
め
、
現
段

階
で
は
検
討
に
至
っ
て
い

な
い
。
教
員
の
働
き
方
の

実
態
を
的
確
に
踏
ま
え
た

う
え
で
、
変
形
労
働
時
間

制
が
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
に
よ
る
効
果
が
あ

る
の
か
見
極
め
る
と
と
も

に
、
現
場
の
声
に
も
耳
を

傾
け
、
慎
重
に
判
断
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。
条
例
化
に
つ

い
て
は
、
国
や
県
の
状
況

を
注
視
し
て
い
く
。

日本共産党
平井　明美

学
校
現
場
に
お
け
る

変
形
労
働
時
間
制
?
に
つ
い
て

みみ丸

み
み
丸
の
、
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

質
問
時
間
は
ど
の
く
ら
い
な
の
だ
？
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Topics!

Topics!

　議会をより身近に感じていただけるよう、議会情報を議員が直接、市民の皆さんに報告・説明するととも
に、皆さんからのご意見をお聴きする議会報告会を、11月16日（土）と20日（水）に開催しました。９月定例会
についての報告、質疑応答、意見交換などを行い、２日間で合計73名の方々にお集まりいただきました。
【当日いただいた質疑・回答より（一部抜粋）】
Q、議案第７８号「所沢市一般会計補正予算（第6号）」駅前指定喫煙所分煙・移設事業について
 喫煙する少数派の人たちのために、市税を使って喫煙所の移設やパーテーションの設置、維持管理などを
行うことはおかしいのではないか。

A、歩きたばこによるポイ捨て防止の観点から駅前に指定喫煙所を設置している。喫煙所の分煙・移設に関し
ては、喫煙者へのサービスではなく、受動喫煙防止の観点から離れた場所に喫煙所を移設し、通行人から
煙を遠ざけるという目的である。喫煙所にかかる費用は市が全て負担するのではなく、日本たばこ産業㈱
の助成金の活用を考えている。パーテーションにマナーアップを呼びかける広告を掲示して、喫煙者にマ
ナーを啓発するような取り組みを行っていく。

　12月定例会開会に先立ち、11月27日（水）午前9時から議場コンサートを開催しました。
　所沢市を本拠地として活動されているプロオーケストラ「クライネス・コンツェルトハウス」から三戸素子さ
んと小澤洋介さんの２人をお迎えし、バイオリンとチェロによる演奏を披露していただきました。
　当日はたくさんの方にご来場いただき、議場は優雅な雰囲気に包まれました。
【演奏曲】クーラント：ヘンデル　　白鳥：サン＝サーンス　　ツィゴイネルワイゼン：サラサーテ
 第九交響曲より「歓喜の歌」：ベートーヴェン　　ふるさと：作詞　高野　辰之／作曲　岡野　貞一

議会報告会を開催しました

議場コンサートを開催しました

11月16日（土曜）
場所：山口まちづくりセンターホール

11月20日（水曜）
場所：所沢市役所全員協議会室
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定
例
会
が
な
い
と
き
も･･･

　
こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た

期
間
に
行
わ
れ
た
、
議
会
や
委
員
会

と
し
て
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
、

知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

10月

9月
24日

建 設 環 境
常 任 委 員 会

委員会
特定事件「道路について」
・若狭二丁目の市道に隣接する土地工事について

2日 議会運営委員会 委員会 議会運営に関する事項

10日 決算特別委員会 委員会
平成 30年度所沢市水道事業会計・下水道事業会
計・病院事業会計決算審査

15日 決算特別委員会 委員会

平成 30年度所沢市狭山ケ丘土地区画整理特別会
計・所沢駅西口土地区画整理特別会計・交通災害
共済特別会計・国民健康保険特別会計・介護保険
特別会計・後期高齢者医療特別会計決算審査

17日 決算特別委員会 委員会 平成30年度所沢市一般会計決算審査

21日 広聴広報委員会 委員会 市議会だより第192号の校正

25日
建 設 環 境
常 任 委 員 会

委員会

特定事件「廃棄物の減量・資源の循環について」
・所沢市におけるプラスチックの処理について
特定事件「道路について」
・若狭二丁目の市道に隣接する土地工事について

25日 議会運営委員会 委員会 議会運営に関する事項

28日 決算特別委員会 委員会 平成30年度所沢市一般会計決算審査

閉
会
中
の･･･

議
　
　
活 

動

会

10月10、15、17、28日
決算特別委員会

平成 30 年度所沢市一般会計、特別
会計、事業会計について、決算審査
を行いました。

大村市で「不登校対策の取り組み」、
みやき町で「小中学校の給食費補助事
業（無料化）」、熊本市では「学校改革！
教員の時間創造プログラムの策定」に
ついての視察を行いました。

11月12〜14日
市民文教常任委員会視察

視察報告概要はこちらから
ご覧ください ⇒



令和 2 年（2020 年） 2 月 8 日令和 2 年（2020 年） 2 月 8 日 ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより

15

11月
11日 議会運営委員会 委員会 議会運営に関する事項

12日～
14日

市 民 文 教
常 任 委 員 会

視　察

・不登校対策の取り組み（長崎県大村市）
・小中学校の給食費補助事業（無料化）（佐賀
県みやき町）
・「学校改革！教員の時間創造プログラム」の
策定（熊本県熊本市）

12日～
14日

建 設 環 境
常 任 委 員 会

視　察

・二酸化炭素の分離回収及び新産業の創生（佐
賀県佐賀市）
・勝山公園の公募設置管理制度（PARK-PFI）
（福岡県北九州市）
・城野ゼロ・カーボン先進街区形成事業（福
岡県北九州市）
・可燃ごみの焼却残渣（焼却灰・飛灰）の埋
立処理
（福岡都市圏南部環境事業組合）

14日～
15日

総 務 経 済
常 任 委 員 会

視　察
・乳児避難所「こ〜たん避難所」（愛知県江南市）
・男女共同参画啓発パンフレット「大切なあ
なた大切なわたし」（岐阜県岐阜市）

14日～
15日

健 康 福 祉
常 任 委 員 会

視　察

・子どもと高齢者がともに支え合える環境づ
くりと自立支援の取り組み（社会福祉法人ア
ルペン会「あしたねの森」（富山県富山市））
・「医療・福祉・健康」をテーマとした官民連
携の複合施設（総曲輪レガートスクエア（富
山県富山市））

16日 議 会 報 告 会
・9月定例会の報告
・市政全般についての意見交換

20日

議会運営委員会 委員会 議会運営に関する事項

正 副 委 員 長
連 絡 協 議 会

協議会 各委員会の取り組みについて

広聴広報委員会 委員会 広聴広報について

20日 議 会 報 告 会
・9月定例会の報告
・市政全般についての意見交換

11月14、15日
健康福祉常任委員会視察

富山市の社会福祉法人アルペン会「あし
たねの森」で「子どもと高齢者がともに
支え合える環境づくりと自立支援の取り組
み」、総曲輪レガートスクエアでは「医療・
福祉・健康をテーマとした官民連携の複
合施設」についての視察を行いました。

11月12〜14日
建設環境常任委員会視察

佐賀市で「二酸化炭素の分離回収及び新
産業の創生」、北九州市で「勝山公園の
公募設置管理制度（PARK-PFI）」、「城野
ゼロ・カーボン先進街区形成事業」、福
岡都市圏南部環境事業組合では「可燃ご
みの焼却残渣（焼却灰・飛灰）の埋立処
理」についての視察を行いました。

視察報告概要はこちらから
ご覧ください ⇒

11月14、15日
総務経済常任委員会視察

江南市で「危機管理・防災」、岐阜市で
は「男女共同参画の実現に向けた取り組
み」についての視察を行いました。

視察報告概要はこちらから
ご覧ください ⇒

視察報告概要はこちらか
らご覧ください ⇒

いっぱ
い活動

してい
る

のだ
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◎ところざわ市議会だより第193号　作成部数 129,400部、作成経費（1部）  20.7円
次の定例会は2月19日からの予定です。

ところざわ

市議会だより

所沢市議会

－おもな内容－CONTENTS
◆12月定例会の議案審議･･･Ｐ2～7
　市長提出議案41件について審議
　しました
◆一般質問･･･Ｐ8～12
　ここが気になる！ 25人が質問
◆トピックス･･･Ｐ13
　議会報告会を開催しました

2020. 2.8
Tokorozawa city council

No.193
今回の定例会は、
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９月 ６月
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　「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」「
こ
り
ゃ
さ
」
の

掛
け
声
と
と
も
に
笛
や
太
鼓
を
奏
で
る

重
松
流
祭
囃
子（
※
）。三
姉
妹
は
、と
こ

ろ
ざ
わ
ま
つ
り
や
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
祭
囃
子
の

演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
所
沢
の
伝
統

芸
能
が
持
つ
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
後

輩
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
る
。

ー
ー
祭
囃
子
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

　
（
筆
谷
）
祖
父
母
が
お
囃
子
を
聞
い
て

い
た
影
響
で
私
が
３
歳
の
頃
に
、
祖
父
の

知
り
合
い
の
方
か
ら
習
い
始
め
ま
し
た
。

　
（
根
岸
）
私
が
小
学
５
年
生
の
時
に
所

沢
小
学
校
に
“
お
囃
子
ク
ラ
ブ
”
が
で
き

て
、
入
部
し
た
の
が
、
き
っ
か
け
で
す
。

ー
ー
重
松
流
祭
囃
子
の
魅
力
は
。

　
（
羽
深
）
演
奏
者
に
よ
っ
て
毎
回
違
う

音
色
・
リ
ズ
ム
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
（
筆
谷
）
笛
・
太
鼓
・
踊
り
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
難
し
さ
、
お
も
し
ろ
さ
が
あ

り
ま
す
。

　
（
根
岸
）
仕
事
で
所
沢
を
離
れ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
幼
な
じ
み
や
先
輩

方
が
続
け
て
い
る
の
で
、
ま
た
参
加
で

き
ま
し
た
。
地
域
に
根
付
い
て
い
る
お

囃
子
だ
か
ら
こ
そ
だ
と
感
じ
ま
す
。

ー
ー
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

　
（
羽
深
）
お
囃
子
を
通
し
て
地
域
や
人

と
の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
、
社
会
に
出
た

時
に
も
大
切
な
、様
々
な
事
を
学
び
（
↘
）

ま
し
た
。後
輩
た
ち
に
も
伝
え
た
い
で
す
。

　
（
根
岸
）
姉
妹
三
人
が
所
沢
に
住
み
な

が
ら
、
同
じ
趣
味
を
続
け
て
い
る
の
で
、

こ
の
先
お
婆
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
一
緒

に
祭
囃
子
を
演
奏
し
て
い
た
い
で
す
。

　
（
筆
谷
）
所
沢
に
こ
の
よ
う
な
伝
統
芸

能
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

　
（
三
人
）
若
さ
や
勢
い
の
あ
る
演
奏
も

い
い
で
す
が
、
先
輩
方
の
趣
の
あ
る
も

の
に
も
憧
れ
ま
す
。
今
後
も
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
！

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝
く人たちをご紹介します。今回は、重

じゅう

松
ま

流
りゅう

祭
まつり

囃
ばや

子
し

保存会から根
ね

岸
ぎし

里
り

歌
か

さん、筆
ふで

谷
たに

玉
たま

江
え

さん、
羽
はぶ

深
か

澄
すみ

江
え

さんの三姉妹に祭囃子の魅力を伺い
ました。

所沢から輝け！！

Ｑ＆Ａ
聴かせて！

­— 世代を問わずに楽しめる祭囃子。お婆ちゃんになっても
大好きなお囃子を、この所沢で続けていきたい —

私
に
と
っ
て

毎
年
冬
は

朝
起
き
る
の
が

き
つ
い
季
節
で

す
。
毎
朝
気
合
を
入
れ
て
起
き

て
お
り
ま
す
。	

（
天
野
）

寒
く
て
億お

っ

劫く
う

に
な
る
と
き
思

い
出
す
こ
と
が
あ
る
。
二
十

代
に
旅
し
た
厳
冬
シ
ベ
リ
ヤ
の

人
々
、「
人
は
強
い
！
」
今
日
も

寒
さ
に
負
け
ず
は
つ
ら
つ
と
外
に

出
よ
う
と
思
う
！	

（
川
辺
）

雪
女
な
の
か
よ
く
寒
波
に
遭

遇
す
る
。
暖
冬
の
網
走
を

訪
れ
た
夜
は
吹
雪
、
朝
に
流
氷

が
初
接
岸
し
び
っ
く
り
。
波
で

打
ち
寄
せ
る
青
い
流
氷
き
れ
い

だ
っ
た
な
あ
。	

（
末
吉
）

冬
議員たちの･･･

広
聴
広
報
委
員
会

◎
浅
野
美
恵
子
　
〇
川
辺
　
浩
直

　
天
野
　
敦
　
　
　
佐
野
　
允
彦

　
小
林
　
澄
子
　
　
末
吉
美
帆
子

　
長
岡
　
恵
子
　
　
大
石
　
健
一

　
谷
口
　
雅
典
　
　
西
沢
　
一
郎

　
大
舘
　
隆
行

◎
…
委
員
長
　
〇
…
副
委
員
長
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三女、羽深さん　　長女、根岸さん　　次女、筆谷さん

※
重
松
流
祭
囃
子

所
沢
生
ま
れ
の
“
古ふ
る

谷や

重じ
ゅ
う

松ま
つ

”
が
編
み
出
し
た
お
囃
子
の

流
派
で
、
「
じ
ゅ
う
ま
」
は
重
松
の
愛
称
で
す
。
幕
末
か

ら
明
治
時
代
以
降
、
所
沢
を
中
心
と
し
て
多
摩
地
域
に
か

け
て
広
ま
り
ま
し
た
。
決
ま
っ
た
譜
を
持
た
ず
、
す
べ
て

口く

伝で
ん

で
「
テ
ケ
テ
ン
ツ
ク
・
ス
テ
ツ
ク
・
テ
ン
ツ
ク
ツ
」

な
ど
の
リ
ズ
ム
を
暗あ

ん
誦し
ょ
うし

て
身
に
付
け
ま
す
。
ま
た
、
お

囃
子
に
合
わ
せ
て
、
ひ
ょ
っ
と
こ
や
お
か
め
な
ど
の
登
場

人
物
に
よ
る
様
々
な
踊
り
が
繰
り
出
さ
れ
ま
す
。


